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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成 21 年 2 月 19 日の平成 20 年 12 月期決算発表時に公表した平成
21 年 12 月期 第 2四半期累計期間及び通期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知ら
せいたします。 

記 

 
１．平成 21年 12月期第 2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成 21年 1月 1日～平成 21年 6月 30日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1 株当たり
四半期 
純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 5,000 △150 △170 △180 
 円  銭
△4 55

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,700 △400 △410 △410  △5  98 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △300 △250 △240 △230 ― 

増 減 率            （％） 6.0 ― ― ― ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年中間期） 

5,636 △692 △723 △241 △6  12 

   

２．平成 21 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 1 月 1日～平成 21 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

1 株当たり
当期 
純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 10,400 200 150 140 
 円  銭 
 3 54 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 10,000 100 70 60  0 87 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △400 △100 △80 △80 － 

増 減 率            （％） △3.8 △50.0 △46.7 △57.1 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 12 月期） 

11,677 △719 △778 △286 △7  26 

 



 

３．平成 21 年 12 月期第 2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 21 年 1 月 1日～平成 21 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1 株当たり
四半期 
純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,400 △150 △170 △180 
   円  銭
  △4  55 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 4,100 △400 △420 △424  △6  19

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △300 △250 △250 △244   ― 

増 減 率            （％） △6.8 ― ― ― ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年中間期） 

4,985 △676 △690 △190  △4  82 

  

４．平成 21 年 12 月通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年 1月 1日～平成 21 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

1 株当たり
当期 
純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 9,200 200 150 140 
   円  銭
 3  54 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 8,700 100 70 60  0  88

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △500 △100 △80 △80 ― 

増 減 率            （％） △5.4 △50.0 △53.3 △57.1 ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 12 月期） 

10,321 △669 △668 △176  △4  46

  

５．修正の理由 

【連結業績】 

 連結業績につきましては、個別業績の変動による影響が反映されるとともに、子会社におきましては旅客利用者の減少に

よる船内レストラン・売店の売上減少等により、当初予想を下回る見込みです。 

 

【個別業績】 

 昨年来の景気後退が今年初より一層深刻さを増し、トラック輸送ならびに旅客共に当初の予想を下回る状況で推移いた

しました。また、今年 3 月末からの乗用車を対象とした高速道路料金の大幅割引制度導入により、乗用車客を中心としたフ

ェリー離れがさらに進む懸念があります。運賃見直し等による営業強化策を講じる一方、6 月からは中九州寄港便航路改

編を予定するなど、利用客が増加する年度後半に向けて一層の損益改善を図っていく所存ですが、年度を通じ売上高の

減少が大きく、営業利益、経常利益とも予想を下回る見込みです。 

 

（御参考） 

 平成 21年 4月 13日を払込期日とする第三者割当増資により、発行済株式総数が29,000,000株増加しており、1株当た

り四半期（当期）純利益については、当該増加分を加味して算出しております。 

以 上 


